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第１問　次の１～３の問いに答えなさい。

１　次の（1）・（2）の問いに答えなさい。

（1）　次の文は，西洋美術における美術様式や運動の特徴について説明したものである。
古い時代のものから順に正しく並んでいるものを，下のａ～ｄから一つ選びなさい。	

ア

①　フランスの宮廷を中心に，洗練された軽快で優美な様式が流行した。絵画では，
アントワーヌ・ヴァトーやジャン・オノレ・フラゴナールらが活躍した。

②　半円のアーチを有し，分厚く堅固な壁を用いたピサ大聖堂のような建築が代表と
される。

③　イタリアのフィレンツェから始まった，古代ギリシャやローマの人間を中心とし
た文化を理想として，その再生と復興を求めた運動である。

④　建築の特徴として尖頭アーチ，強い垂直性などが挙げられ，大きな窓やステンド
グラスが用いられるようになった。

ａ　①－②－③－④
ｂ　①－③－④－②
ｃ　②－①－④－③
ｄ　②－④－③－①

（2）　次の文は，江戸時代の美術について説明したものである。文中の（　①　）・
（　②　）に該当する作品の組み合わせとして正しいものを，下のａ～ｄから一つ選
びなさい。

イ

　17世紀前半，京都の俵屋宗達が，大和絵や古典に学びおおらかで装飾性豊かな様式
を生み出した。風神雷神図屏風のように，金地を広やかな空間に見たて，機知に富ん
だ大胆な構図と華麗な色彩，動きのある画面が特色である。宗達から約100年の後，
京都の尾形光琳は宗達の画風に強い影響を受け，宗達の様式に自己の造形感覚と厳し
さを加え，（　①　）や（　②　）など洗練された作品を描いた。

ａ　①　紅白梅図屏風　　②　夏秋草図屏風
ｂ　①　燕子花図屏風　　②　紅白梅図屏風
ｃ　①　松林図屏風　　　②　燕子花図屏風
ｄ　①　夏秋草図屏風　　②　松林図屏風
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２　次の文は，フレスコ画について説明したものである。文中の（　①　）・（　②　）に
該当する語句を，それぞれ下のａ～ｄから一つずつ選びなさい。

　フレスコは（　①　）を壁に塗り，それが乾かないうちに水で溶いた顔料を用いて描
く技法である。乾かないうちに描かなければならないため，その日描ける部分だけ
（　①　）を塗る。この部分を（　②　）という。

（　①　） ウ
ａ　テンペラ　　ｂ　膠　　　　　ｃ　漆喰　　　　　ｄ　粘土

（　②　） エ
ａ　グラッシ　　ｂ　シノピア　　ｃ　スフマート　　ｄ　ジョルナータ

３　シルクスクリーンについて，（1）～（3）の問いに答えなさい。

（1）　版形式として正しいものを，次のａ～ｄから一つ選びなさい。 オ

ａ　孔版　　ｂ　平版　　ｃ　凸版　　ｄ　凹版

（2）　次の文の（　①　）に該当する語句を，下のａ～ｄから一つ選びなさい。	
カ

　版を作る方法には，ブロッキング法，カッティング法，感光法がある。カッティン
グ法で行う場合，まず，下絵に（　①　）を貼り付け，図柄をナイフで切り抜く。そ
して，切り抜いたものをスクリーンにアイロンで貼り付ける。

ａ　紗　　ｂ　リスフィルム　　ｃ　ニス原紙　　ｄ　グランド

（3）　感光法の製版工程として誤っているものを，次のａ～ｄから一つ選びなさい。
キ

ａ　感光剤を温水で溶き，乳液と混ぜ，よく撹拌する。
ｂ　感光乳剤をバケットに入れ，スクリーンに押しつけるように塗布する。
ｃ　感光器に，ポジ原画とスクリーンが密着するようにセットし，露光する。
ｄ　感光を終えたら，感光した部分を水で洗い流す。
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第２問　次の１，２の問いに答えなさい。

１　書体についての説明として誤っているものを，次のａ～ｄから一つ選びなさい。	
ア

ａ　和文の明朝体は，縦線が太く横線が細く出来ていて，文字の端には鱗が特徴として
みられる。

ｂ　欧文書体のローマン系は，セリフと呼ばれる突出線が付いている。
ｃ　和文のゴシック体は縦横がほぼ同じ太さで線に抑揚がないが，力強さを感じること
ができる。

ｄ　欧文書体のサンセリフ系は，縦線が太く横線が細く，縦，横，斜めの直線と曲線で
構成されている。

２　次の文の（　①　）・（　②　）に該当する語句の組み合わせとして正しいものを，下
のａ～ｄから一つ選びなさい。 イ

　色立体は，色を整理し立体的に配列したもので，中心に（　①　）の縦軸を置き，横
軸は色の（　②　）を示している。

ａ　①　明度　　②　彩度
ｂ　①　明度　　②　色相
ｃ　①　彩度　　②　色相
ｄ　①　彩度　　②　明度
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第３問　次の１～３の問いに答えなさい。

１　次の（1）～（3）　の問いに答えなさい。

（1）　次の文は，七宝焼きの基本的な制作過程の一部である。文中の（　①　）・
（　②　）に該当する語句の組み合わせとして正しいものを，下のａ～ｄから一つ選
びなさい。

ア

　銅版を切り出し，（　①　）で形を整えて素地をつくる。表面のひび割れを防ぐた
め，裏面に釉薬をまんべんなく塗る。水洗いした釉薬を（　②　）ですくい上げ，銅
板の表面に盛って彩色する。

ａ　①　たがね　　②　ホセ
ｂ　①　木鎚　　　②　ホセ　　
ｃ　①　たがね　　②　柄ごて
ｄ　①　木鎚　　　②　柄ごて

（2）　有線七宝において，仕上げの焼成の直前に行う制作工程として最も適切なものを，
次のａ～ｄから一つ選びなさい。 イ

ａ　釉薬を均一に振りかける。
ｂ　グリーンカーボン砥石で研磨する。
ｃ　銀線に白

びゃっ

芨
きょう

（のり）をつけ銅板に立てる。
ｄ　銀線の高さのやや上まで釉薬をさす。

（3）　次の作品の作者名を，下のａ～ｄから一つ選びなさい。 ウ

ａ　並河靖之　　　　　ｂ　ルイス・C・ティファニー
ｃ　ルネ・ラリック　　ｄ　エミール・ガレ
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２　次の文は，陶芸におけるある技法の一部を説明したものである。文中の（　①　）・
（　②　）に該当する語句を，それぞれ下のａ～ｄから一つずつ選びなさい。

　型紙をつくり陶土板にあて，へらで垂直に切り抜き，組み立てやすいように表面が乾
くまで待つ。接合する面に傷をつけ，どべを塗りつける。陶土板が変形しないように注
意しながら確実につける。細いひも状の陶土を内部の接合部に置き，へらや人差し指で
押し延ばし補強する。組み立てが済んだら，接合部分や角をなめらかに整える。
　陶土板は，塊にした陶土の両端に，陶土板をつくる枚数分の（　①　）を置き，のし
棒で延ばした後，一番上の（　①　）を外し，切り糸を（　①　）に沿わせるように引
き切ることで作ることができる。
　この技法を一般的に（　②　）という。

（　①　） エ
ａ　たたら板　　ｂ　たたき板　　ｃ　トチ　　　　　ｄ　ツク

（　②　）　 オ
ａ　手びねり　　ｂ　板づくり　　ｃ　ひもづくり　　ｄ		　ろくろづくり

３　次の文は，木工芸について説明したものである。文中の（　①　）・（　②　）に該当
する語句を，それぞれ下のａ～ｄから一つずつ選びなさい。

　日本の伝統的な木材加工技術の一つに（　①　）がある。これは，木材を板や棒状に
切り出し，一方に孔をあけ，一方にほぞを削り，二つの部分を組み合わせて家具などを
作る技法である。広葉樹の一つである（　②　）は，軟質で軽く，湿気に強く狂いも少
ないため高級材として家具などに多用されてきた。

（　①　）　 カ

ａ　挽
ひき

物　　ｂ　指
さし

物　　ｃ　結
ゆい

物　　ｄ　刳
くり

物

（　②　）　 キ

ａ　檜
ひのき

　　ｂ　杉　　ｃ　桐
きり

　　ｄ　欅
けやき
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第４問　次の１～５の問いに答えなさい。

１　次の（1）～（4）は作者名を，（5）は制作年代の古いものから順に正しく並んでいる
ものを，それぞれ下のａ～ｄから一つずつ選びなさい。

（1）

　

（2）
　

（3）

　

（4）
　

作者名
（1） ア
ａ　ジャン・フランソワ・ミレー　　　　　　　　　ｂ　アンドリュー・ワイエス
ｃ　ジャン・オーギュスト・ドミニク・アングル　　ｄ　ギュスターヴ・クールベ

（2） イ
ａ　エドヴァルト・ムンク　　　　　　　　　　　　ｂ　サルバドール・ダリ
ｃ　イヴ・タンギー　　　　　　　　　　　　　　　ｄ　パウル・クレー
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（3） ウ
ａ　ディエゴ・ベラスケス　　　　　　　　　　　　ｂ　ヨハネス・フェルメール
ｃ　レンブラント・ファン・レイン　　　　　　　　ｄ　エゴン・シーレ

（4） エ
ａ　ヤン・ヴァン・エイク　　　　　　　　　　　　ｂ　エル・グレコ
ｃ　ラファエロ・サンティ　　　　　　　　　　　　ｄ　ピーテル・ブリューゲル

（5）　制作年代の古い順　 オ
ａ　（3）→（2）→（4）→（1）
ｂ　（4）→（2）→（3）→（1）
ｃ　（3）→（1）→（2）→（4）
ｄ　（4）→（3）→（2）→（1）
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２　次の（1）～（4）の作者名を，それぞれ下のａ～ｄから一つずつ選びなさい。　　

（1）

　

（2）

　

（4）
　

（3）

　

（1） カ
ａ　速水御舟　　　ｂ　上村松園　　ｃ　小倉遊亀　　ｄ　古賀春江

（2） キ
ａ　円山応挙　　　ｂ　歌川国芳　　ｃ　菱田春草　　ｄ　伊藤若冲

（3） ク
ａ　牧谿　　　　　ｂ　雪舟　　　　ｃ　如拙　　　　ｄ　長谷川等伯

（4） ケ
ａ　梅原龍三郎　　ｂ　青木繁　　　ｃ　岸田劉生　　ｄ　高橋由一　
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３　次の（1）～（3）の作者名を，それぞれ下のａ～ｄから一つずつ選びなさい。　　

（1）

　

（2）
　

（3）

　

（1） コ
ａ　Ｍ.Ｃ.エッシャー　　ｂ　福田繁雄　　ｃ　田中一光　　　ｄ　小島良平

（2） サ
ａ　松永真　　　　　　	ｂ　木田安彦　　ｃ　林恭三　　　　ｄ　亀倉雄策

（3） シ
ａ　脇坂克二　　　　　	ｂ　永井一正　　ｃ　Ｕ.Ｇ.サトー　		ｄ　馬場雄二
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４　次の（1）～（6）の作者名を，それぞれ次頁のａ～ｄから一つずつ選びなさい。　　

（1）

　

（2）

　

（3）

　

（4）

　

（5）
　



20の11

（6）

（1） ス
ａ　デボラ・バターフィールド　　　　ｂ　砂澤ビッキ　
ｃ　マリノ・マリーニ　　　　　　　　ｄ　ディエゴ・ジャコメッティ

（2） セ
ａ　高村光太郎　　　　　　　　　　　ｂ　ミケランジェロ・ブオナローティ
ｃ　萩原守衛　　　　　　　　　　　　ｄ　オーギュスト・ロダン

（3） ソ
ａ　オシップ・ザッキン　　　　　　　ｂ　アメデオ・モディリアーニ
ｃ　ヴィルヘルム・レームブルック　　ｄ　パブロ・ピカソ

（4） タ
ａ　ヨーゼフ・ボイス　　　　　　　　ｂ　ジョージ・シーガル　
ｃ　ロバート・ラウシェンバーグ　　　ｄ　エスコバル・マリソル

（5） チ
ａ　クリストとジャンヌ・クロード　　ｂ　クレス・オルデンバーグ
ｃ　荒川修作とマドリン・ギンズ　　　ｄ　アレクサンダー・カルダー

（6） ツ
ａ　ハンス・アルプ　　　　　　　　　ｂ　エデュアルド・チリダ
ｃ　ロバート・スミッソン　　　　　　ｄ　イサム・ノグチ
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５　次の（1）・（2）の作者名を，それぞれ下のａ～ｄから一つずつ選びなさい。　　

（1）

　

（2）
　

（1） テ
ａ　尾形乾山　　ｂ　河井寛次郎　　ｃ　野々村仁清　　ｄ　本阿弥光悦

（2） ト
ａ　黒田辰秋　　ｂ　芹沢銈介　　　ｃ　小黒三郎　　　ｄ　松田権六
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（選択問題　中学校）

第５問　次の１～３の問いに答えなさい。

１　次の文は，「中学校学習指導要領（平成29年告示）第２章　各教科　第６節　美術　第
１　目標」の一部を抜粋したものである。文中の（　①　）・（　②　）に該当する語句
を，それぞれ下のａ～ｄから一つずつ選びなさい。

（2）　造形的なよさや美しさ，表現の意図と工夫，（　①　）などについて考え，主
題を生み出し豊かに発想し構想を練ったり，美術や美術文化に対する見方や感じ
方を深めたりすることができるようにする。

（3）　美術の創造活動の喜びを味わい，（　②　），感性を豊かにし，心豊かな生活を
創造していく態度を養い，豊かな情操を培う。

（　①　） ア
ａ　美術の働き　
ｂ　目的や機能
ｃ　造形的な特徴
ｄ　機能性と美しさとの調和　

（　②　） イ
ａ　美術を追求する心情を育み
ｂ　美術を愛好する心情を育み
ｃ　創造的に表現したり鑑賞したりする態度を育て
ｄ　主体的に表現したり鑑賞したりする態度を育て
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２　次の文は，「中学校学習指導要領（平成29年告示）第２章　各教科　第６節　美術　
第２　各学年の目標及び内容　第１学年　1　目標」の一部を抜粋したものである。	
文中の（　①　）に該当する語句を，下のａ～ｄから一つ選びなさい。

（2）　自然の造形や美術作品などの造形的なよさや美しさ，表現の意図と工夫，	機能
性と美しさとの調和，美術の働きなどについて考え，主題を生み出し豊かに発想
し構想を練ったり，（　①　）ことができるようにする。

（　①　） ウ
ａ　造形的な見方・考え方を広げたりする
ｂ　造形的な見方・考え方を深めたりする
ｃ　美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりする
ｄ　美術や美術文化に対する見方や感じ方を広げたりする

３　次の文は，「中学校学習指導要領（平成29年告示）第２章　各教科　第６節　美術　
第２　各学年の目標及び内容　第２学年及び第３学年　1　目標」の一部を抜粋したも
のである。文中の（　①　）に該当する語句を，下のａ～ｄから一つ選びなさい。

（3）　（　①　）美術の活動に取り組み創造活動の喜びを味わい，美術を愛好する心
情を深め，心豊かな生活を創造していく態度を養う。

（　①　） エ
ａ　楽しく
ｂ　進んで
ｃ　自主的に
ｄ　主体的に
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（選択問題　高等学校）

第５問　次の１・２の問いに答えなさい。

１　次の文は，「高等学校学習指導要領（平成30年告示）第２章　各学科に共通する各教
科　第７節　芸術　第２款　各科目　第４　美術Ⅰ　１　目標」の一部を抜粋したもの
である。文中の（　①　）～（　③　）に該当する語句を，それぞれ下のａ～ｄから一
つずつ選びなさい。

（2）　造形的なよさや美しさ，表現の意図と創意工夫，（　①　）などについて考え，
主題を生成し創造的に発想し構想を練ったり，価値意識をもって美術や美術文化
に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。

（3）　（　②　）美術の幅広い創造活動に取り組み，（　③　）とともに，感性を高
め，美術文化に親しみ，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

（　①　） ア
ａ　美術の働き
ｂ　生活や社会の中の美術
ｃ　造形の要素の働き
ｄ　機能性と美しさとの調和　

（　②　） イ
ａ　試行錯誤しながら
ｂ　主体的に
ｃ　自ら
ｄ　進んで

（　③　） ウ
ａ　美術を愛好する心情を培う
ｂ　美術を愛好する心情を伸ばす
ｃ　生涯にわたり美術を追求する心情を育む
ｄ　生涯にわたり美術を愛好する心情を育む
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２　次の文は，「高等学校学習指導要領（平成30年告示）第２章　各学科に共通する各教
科　第７節　芸術　第２款　各科目　第４　美術Ⅰ　２　内容　Ａ　表現　（１）絵画・
彫刻」の一部を抜粋したものである。文中の（　①　）に該当する語句を，下のａ～ｄ
から一つ選びなさい。

ア　感じ取ったことや考えたことなどを基にした発想や構想	
（ア）　自然や自己，生活などを見つめ感じ取ったことや考えたこと，夢や想像な
どから主題を生成すること。

（イ）　（　①　），形体や色彩，構成などについて考え，創造的な表現の構想を練
ること。

（　①　） エ
ａ　主題を追求し
ｂ　造形要素の働きを生かし
ｃ　表現効果を生かし
ｄ　表現形式の特性を生かし
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第６問

１　次の文は，平成31年２月に告示された「特別支援学校高等部学習指導要領」の「第４
章総合的な探究の時間」の一部である。文中の ア ～ エ に該当する語
句を，それぞれ下のａ～ｄから一つ選びなさい。

１　生徒の障害の状態や ア 等を十分考慮し，学習活動が効果的に行われるよ
う配慮すること。
２　体験活動に当たっては， イ に留意するとともに，学習活動に応じて，中
学部又は中学校までの学習を踏まえ，高等学校の生徒などと交流及び共同学習を行
うよう配慮すること。
３　知的障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校において，探究的な学習
を行う場合には，知的障害のある生徒の学習上の特性として，学習によって得た知
識や技能が ウ になりやすいことなどを踏まえ，各教科等の学習で培われた
資質・能力を総合的に関連付けながら，具体的に指導内容を設定し，生徒が

エ の課題を解決できるように配慮すること。

ア 　	ａ　日常生活　　　　ｂ　健康状態　　　ｃ　発達の段階　　
	 	 ｄ　学習の到達度

イ 　	ａ　時期と回数　　　ｂ　安全と保健　　ｃ　内容と場所　　
	 	 ｄ　環境と衛生

ウ 　ａ　限定的　　　　　ｂ　部分的　　　　ｃ　断片的　　　　
	 	 ｄ　固定的

エ 　	ａ　自ら　　　　　　ｂ　学校　　　　　ｃ　地域　　　　　
	 	 ｄ　社会
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２　次の文は，平成31年３月に文部科学省より示された「交流及び共同学習ガイド」の
「交流及び共同学習の意義・目的」の一部である。文中の オ ～ ク に当
てはまる語句を，下のａ～ｅから選びなさい。

　我が国は，障害の有無にかかわらず，誰もが相互に人格と個性を尊重し合える共生
社会の実現を目指しています。
　幼稚園，小学校，中学校，義務教育学校，高等学校，中等教育学校（以下「小・中
学校等」という。）及び特別支援学校等が行う，障害のある子供と障害のない子供，
あるいは地域の障害のある人とが触れ合い，共に活動する交流及び共同学習は，障害
のある子供にとっても，障害のない子供にとっても，経験を深め，社会性を養い，

オ を育むとともに，お互いを尊重し合う大切さを学ぶ機会となるなど，大き
な意義を有するものです。
　また，このような交流及び共同学習は，学校卒業後においても，障害のある子供に
とっては，様々な人々と カ となり，積極的な社会参加につながるとともに，
障害のない子供にとっては，障害のある人に自然に言葉をかけて手助けをしたり，積
極的に支援を行ったりする行動や，人々の多様な在り方を理解し，障害のある人と

キ の醸成につながると考えます。
　小・中学校等や特別支援学校の学習指導要領等においては，交流及び共同学習の機
会を設け， ク 生活していく態度を育むようにすることとされています。

ａ　豊かな人間性　　　　　　　　　ｂ　共に持続可能な社会の創り手として　　
ｃ　共に助け合って生きていく力　　ｄ　共に支え合う意識　
ｅ　共に尊重し合いながら協働して

オ 　

カ 　

キ 　

ク 　
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３　公立の小学校，中学校，義務教育学校，中等教育学校の前期課程において，通常の学
級に在籍する障害のある児童生徒が，一部の授業において，障害に応じた特別の指導を
受ける制度がある。

　　次のグラフは，この指導形態の対象となった児童生徒数の推移と，主たる障害種ごと
の人数の内訳を表したものである。

H５ H10 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

98,311

108,946

77,882
71,519

65,360
60,637

54,021
49,685

41,448 45,240

38,738

12,259

24,342

33,652

83,750

35,757

90,105

（名）

110,000
105,000
100,000
95,000
90,000
85,000
80,000
75,000
70,000
65,000
60,000
55,000
50,000
45,000
40,000
35,000
30,000
25,000
20,000
15,000
10,000
5,000
0

（　Ａ　）を受けている児童生徒数の推移

特別支援教育の現状　～（　Ａ　）の現状（平成29年５月１日現在）～

（文部科学省公表資料より）

（1）この指導形態の制度の名称（　Ａ　）として正しいものを，次のａ～ｄから選びな
さい。 ケ

ａ　取り出しによる指導　　　　ｂ　個別対応による指導　　ｃ　通級による指導
ｄ　特別支援学級による指導

（2）平成18年度から対象となる障害種が追加されたが，新たな障害種の組み合わせとし
て正しいものを，次のａ～ｄから選びなさい。	 コ

ａ　病弱，視覚障害，聴覚障害　
ｂ　知的障害，学習障害，自閉症
ｃ　注意欠陥多動性障害，情緒障害，自閉症　
ｄ　注意欠陥多動性障害，学習障害，自閉症
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（3）（　Ａ　）の指導形態については，平成30年度より高等学校においても制度化がな
されている。制度化に伴い障害に応じた特別の指導について単位認定が可能となった
が，障害に応じた特別の指導を行う場合には，特別支援学校高等部学習指導要領にお
けるある指導領域の内容を参考することとなっている。参考とする指導領域として，
正しいものを次のａ～ｄから選びなさい。 サ

ａ　自立活動　　ｂ　道徳　　ｃ　特別活動　　ｄ　総合的な探究の時間





４　解答は，解答用紙（マークシート）の解答欄をマークしてください。例えば，	解答
記号 ア と表示のある問いに対して bと解答する場合は，下の（例）のように
アの解答欄の をマークしてください。

（例）

　　なお，一つの解答欄に対して，二つ以上マークしないでください。

５　第５問は選択問題です。受審する校種の問題についてマークしてください。

６　筆記審査（専門教養）が終了した後，解答用紙（マークシート）のみ回収します。
監督者から指示があれば，この問題冊子を，各自，持ち帰ってください。	



R03

特別支援学校　中学部・高等学部　美術

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ
正答 d b c d a c d
配点 3 3 3 3 3 3 3
備考

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ
正答 d a
配点 3 3
備考

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ
正答 b d c a b b c
配点 3 3 3 3 3 3 3
備考

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ
正答 b a b d d a a b d b a b c d a b a c c d
配点 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
備考

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ
正答 a b d d
配点 3 3 3 3
備考

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ
正答 a b d d
配点 3 3 3 3
備考

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ
正答 c b c a a c d e c d a
配点 3 3 3 3 3 3 3 3 2 2 2
備考

第6問

第1問

第2問

第3問

第４問

第５問
(中学校)

第５問
(高等学校)


